
令和6年1月作成
高岡警察署

県道赤谷橋山線 ０７：００～１２：００ 飯田地区 ４0㎞/h

県道高鍋高岡線 １３：００～１８：００ 三名地区 ４0㎞/h

県道日南高岡線 ０７：００～１２：００ 上倉永地区 ４0㎞/h

県道宮崎須木線 １３：００～１８：００ 綾・国富地区 ４0㎞/h

様式３

重点路線 重点時間帯 区域 規制速度

交 通 指 導 取 締 り 指 針

高岡警察署の速度取締り重点

高岡警察署管内における交通事故実態

◎過去３年間を分析した結果

▼国道１０号の速度超過はなかった。

▼高鍋高岡線の速度超過はなかっ

た。

▼宮崎須木線の速度超過はなかっ

た。

▼赤谷橋山線の速度超過はなかっ

た。

▼令和５年下半期を分析した結
果

主要各路線全て昼間帯に多く

の交通事故が発生している。

国道１０号は特に午後０時から

午後２時までの間が多い。

県道宮崎須木線は、午前６時

から午前８時までの間及び午後４

時から午後８時までの間に発生し

ている。

その他の交通指導取締り要点及び取締り要望
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～令和５年７月～１２月の主な交通事故の発生状況～
● 事故形態では追突が全体の約６１％、出会頭が約８％を占め、内約２６％が国道１０号、約１９％が県道

宮崎須木線上で発生している。

● 事故原因としては、脇見・動静不注視、安全不確認が全体の約８３％を占める。

交通事故多発地点での見せる警戒及び取締りの強化。

★ 主要幹線道での交差点においての取締りを強化する。

その他の交通指導取締り重点

管内の主要交差点における交通事故発生状況
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▼国道１０号では、花見交差点に

おいて交通事故は発生したが宮

水流交差点では交通事故は発生

しなかった。

▼県道宮崎須木線の太田原交差

点においては交通事故の発生は

なかった。

▼嵐田交差点においては、前回

と比べ１件増加した。
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高岡署管内における時間帯別人身事

故の発生状況

（令和５年下半期）

国道10号 高鍋高岡線 宮崎須木線 赤谷橋山線


